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東京都世田谷区 Q3. 1.    生物環境の保全と創出（外構緑化、建築緑化）

LR1.2.    自然エネルギー利用（太陽熱給湯システム）

LR1.3.    設備システムの高効率化（クール・ヒートピット）

LR1.4.    効率的運用（エネルギー消費量計測システム）
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トータルのエネルギー使用量ゼロを目指す3つの技術導入がされた高齢者施設
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技術導入①　クール・ヒートピット

地下ピット内の温度は、地中熱により常時約22℃で一定に保たれ

ている。クール・ヒートピットはこの地下ピット内の温度特性を

利用した技術である。本システムでは、外気を地下ピットに取り

込み、そこを経由させることで、夏季の暑い外気を冷却し、冬季

の冷たい外気を昇温させる。これらの冷却・昇温した空気を室内

に送り込むことで、空調負荷の低減を実現する。

今回の実証実験では、取り込み空気の冷却・昇温状況のデータ、

およびシステム停止時間帯での地下ピット内温度の復旧状況デー

タを取得している。これらの取得データの分析・検証により、

ピット規模に応じた最適な冷却・昇温可能な外気導入量、システ

ム稼動時間を割り出している。

また、本システムには同システム開発における初の試みとして

「吹出温度制御機能」を採用している。この機能による外気温の

低下に伴う過冷却防止効果やシステム稼動時間延長効果について

も併せて検証している。

クール・ヒートピット　技術イメージ

技術導入②　太陽熱給湯システム

太陽熱給湯システムは、太陽熱を「真空式太陽熱集熱パネル」により効率的に利用し、高齢者施設にて使用頻度の高い『温水』を

発生させることで、給湯負荷の低減を実現するシステムである。今回の実証実験では、施設内の給湯施設（共同使用される浴槽）

に本システムを連動させ、給湯負荷削減量データを取得している。このデータの分析・検証により、施設規模に応じた最適な設置

台数を割り出している。

真空式太陽熱集熱パネル②

技術導入③　エネルギー消費量計測システム

施設全体の電力、ガス、水道の使用量と、方位によりセレクトした9居室における電力使用量を空調、照明、コンセントなど消費用

途ごとに細かく測定している。これらのデータの分析・検証により高齢者施設のエネルギー消費の特徴を把握することで、高齢者

施設における運用上の省エネ提案や高度な省エネ設計手法開発に活用している。

エネルギー消費量計測システム　技術イメージ

設計概要

保有不動産を有効活用するCRE（企業不動産）戦略の一環として東

京都世田谷区に建設を進めていた高齢者施設である。グランダ世田

谷上町は、RC造5階建。1階に運営事務所とデイサービス、2～4階

に居室（49室）、5階にダイニングルームを配置している。居室面

積は18～27㎡の大きく3タイプ。20㎡以上の居室にはシャワールー

ムとミニキッチンを設置している。

当社は、「トータルのエネルギー使用量ゼロを目指すネットゼロ

エネルギービル（ZEB）の設計技術の確立」を目標に掲げ、技術開

発プロジェクトを推進している。その一環として、グランダ世田

谷上町では、地中熱を利用して空調負荷削減を目指す「クール・

ヒートピット」、太陽熱を利用して給湯負荷削減を目指す「太陽

熱給湯システム」、高齢者施設のエネルギー消費傾向を探る「エ

ネルギー消費量計測システム」3つの技術導入を実施している。こ

れらから得た実証データを分析・検証し、今後の高齢者施設等に

おける省エネ設計・提案に活かしていく。
外観写真

真空式太陽熱集熱パネル①


